
１２．大学院学生の動向等

12-(1)　大学院学生の在籍及び学位授与状況

【修士課程、博士前期課程】
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【博士後期課程、博士課程（一貫制）】
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％ ％ ％

％ ％ ％
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0

0

0

区　　　分 平成18年度平成16年度

学位授与率　※２

平成17年度

留年、退学、休学率

留年、退学、休学者数　※１
（全ての学年、各年度内の該当人数）

在籍者数
(各年度11.1現在)

平成17年度

0

0

0

0

学位（修士）授与数（各年度3.31現在）

入学者数
(各年度11.1現在)

うち、他大学出身者数
(各年度11.1現在)

0

0

0定員充足率

研究科・専攻名

0

 ※ 研究科全体や複数の専攻で同一の教育プログラムを実施する場合（複数の専攻で
申請する場合）においては、全ての専攻の数値を合算して作成してください。また、他の
大学と共同申請する場合は、大学ごとに作成してください。

平成18年度

0入学定員（各年度4.1現在）

平成16年度区　　　分

0

0

0 0 0

標準修業年限内の学位授与率　※３

入学定員（各年度4.1現在）

学位授与率　※２

留年、退学、休学者数　※１
（全ての学年、各年度内の該当人数）

入学者数
(各年度11.1現在)

うち、他大学出身者数
(各年度11.1現在)

学位（博士）授与数（各年度3.31現在）

定員充足率 0

在籍者数
(各年度11.1現在)

留年、退学、休学率 0

0

0

☆うち、いわゆる「満期退学」者や「単位取得後退学」
者による博士号取得を課程博士として取扱っている
場合にはその数（各年度3.31現在）

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

0

0

0

※３　当該年度に修了予定の者（博士後期課程は３年前、医・歯・獣医学は４年前、５年一貫性博士課程は５年前の入学者）のうち、
学位を授与された者の割合

※１　休学者数については、当該年度内（１年間）休学している者の数を留年、退学者数とあわせ記入してください。

※２　学位授与率については、修士課程の場合においては当該年度の学位授与数を２年前の入学者数で割った数値、博士課程の場
合においては当該年度の課程博士授与数を３年前（医・歯・獣医学は４年前、５年一貫制の場合は５年前）の入学者数で割った数値と
してください。

論文博士授与数（各年度3.31現在）
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12-(2)　大学院学生への経済的支援

【修士課程、博士前期課程】

人 人 人
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％ ％ ％
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【博士後期課程、博士課程（一貫制）】
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人 人 人
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0

平成18年度区　分

研究科・専攻名

0

平成16年度 平成17年度

0在籍者数
(各年度11.1現在)

ＴＡとして採用されている者

在籍者数に対する割合

うち、大学独自の奨学金制度の適用を受けている
者の数

ＲＡとして採用されている者

在籍者数に対する割合

各種奨学金を受給している者

0

0

在籍者数に対する割合

在籍者数に対する割合

区　分

授業料免除適用者数

在籍者数に対する割合

学振特別研究員ＤＣとして採用されている者

在籍者数に対する割合

在籍者数
(各年度11.1現在)

ＴＡとして採用されている者

在籍者数に対する割合

ＲＡとして採用されている者

在籍者数に対する割合

在籍者数に対する割合

授業料免除適用者数

在籍者数に対する割合

各種奨学金を受給している者

在籍者数に対する割合

うち、大学独自の奨学金制度の適用を受けている
者の数

0

0

0

0

平成16年度

0

0

0 0

0

0

0

0

0

0

平成18年度

0

平成17年度

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

0

0

0

0

0

000

0
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12-(3)　大学院学生の学会発表、論文発表数

回 回 回

件 件 件

研究科・専攻名

※主な発表論文
（平成16年度～平成18年度の期間に、専攻に所属する学生の主な発表論文（論文名、著書名、著者名、学会誌名、巻（号）、最初と最後の
頁、発表年（西暦）の各項目を必ず記入）を記入してください。共同、共著の場合は全員を掲載順に記入し、当該学生に下線を付してください。
ただし、印刷済及び採録決定済のものに限り査読中・投稿中のものは除きます。）

0

学会発表数

論文発表数（学生が学術雑誌等（紀要、論文集
等も含む）に発表したもの(印刷済及び採録決定済の
ものに限り査読中・投稿中のものは除く。））

区　分 平成16年度 平成17年度 平成18年度

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

18頁



12-(4)　大学院学生の就職・進学状況

【修士課程、博士前期課程】

備　考

0 人 0 人 0 人
人 人 人

修了者数に対する割合 0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人
修了者数に対する割合 0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人
修了者数に対する割合 0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人
修了者数に対する割合 0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

【博士後期課程、博士課程（一貫制）】

備　考

0 人 0 人 0 人
人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人
修了者数に対する割合 0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

人 人 人

0 ％ 0 ％ 0 ％

（就職先）

（進学先）

大学の教員（※助手・講師等）

修了者数

修了者数に対する割合

ポスドク（同一大学)

ポスドク（他大学等）

修了者数に対する割合

修了者数に対する割合

修了者数に対する割合

修了者数に対する割合

公的な研究機関

企業（研究開発部門）

企業（その他の職種）

その他の公的機関

修了者数に対する割合

修了者数に対する割合

進学（留学等）

修了者数に対する割合

平成18年度

0

平成17年度

研究科・専攻名

平成16年度

学校（大学を除く）の教員
修了者数に対する割合

大学の教員（※助手・講師等）

修了者数に対する割合

公的な研究機関

修了者数

企業（研究開発部門）

企業（その他の職種）
修了者数に対する割合

その他の公的機関

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他

進学（博士課程、留学等）

※主要な就職・進学先等

平成16年度 平成17年度

修了者数に対する割合

平成18年度

その他

卒業年度
区分

卒業年度
区分
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任期制 導入している 一部導入している 導入していない

公募制 導入している 一部導入している 導入していない

件数
金額（千円）

（平成18年度交付額の総
計）

教員数　名（平成18年4月1日現在）

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

名称 備考

0

12-(5)任期制、公募制の導入状況（教員組織の活動を活性化するための適切な措置の例として挙げら
れている「任期制・公募制の導入状況」について、該当する欄に○を付してください。）

12-(6)組織としての外部資金の獲得状況 （申請する専攻に所属する教員が平成18年度に交付を受けた研究代表者等とし
ての研究費（①研究拠点形成費等補助金、②科学研究費補助金、③その他の研究助成（国、独立行政法人、民間企業等の研究費（共同研究含
む、寄付金除く））の別に、件数、金額（千円：18年度交付額の総計）（複数専攻の場合はその合計）を記入してください。備考には、専攻に所属す
るすべての教員（常勤）の合計人数（複数専攻の場合はその合計）を記入してください。）

研究科・専攻名

②

③

①
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１３．履修モデル及び担当教員

13-(1)　課程の人材養成目的に即した人材を養成するための履修モデル

必修 選択

※履修方法及び修了要件

授業科目

0

備考

（「９-(1)人材養成目的の明確化」に記入した養成する具体的な人材像に対応させ、代表的な履修モデル１つを修了要件単位数により作成
してください。複数専攻で申請する場合には、代表的な履修モデルを３つ以内で作成してください。）

年次

1

研究科・専攻名

科目区分
単位数

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2

3

5

4

21頁



13-(2)　担当教員・開講科目一覧

必修 選択

（13-(1)履修モデルに記入した授業科目を担当する教員毎に作成してください。）

研究科・専攻名 0

専任
兼任

職名
(他大学の教
員の場合は
大学名)

ふりがな

氏　名

(代表的な研究活動)

（代表的な研究活動）

年次

単位数

授業科目
主な発表論文（既に発表した代表的な論文２件（印刷済

及び採録決定済のものに限り、査読中・投稿中のものは除く、最近
（原則５年以内に）発表したもの）について、論文名・著書名・著者名・
学会誌名・巻（号）・最初と最後の頁・発表年（西暦）を記入）

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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13-(2)　担当教員・開講科目一覧

必修 選択

1 1

1 1

1 1

1 2

年次

単位数

授業科目
主な発表論文（既に発表した代表的な論文２件（印刷済

及び採録決定済のものに限り、査読中・投稿中のものは除く、最近
（原則５年以内に）発表したもの）について、論文名・著書名・著者名・
学会誌名・巻（号）・最初と最後の頁・発表年（西暦）を記入）

専任
兼任

職名
(他大学の教
員の場合は
大学名)

ふりがな

氏　名

(代表的な研究活動)

専任
教授

(○○大学)

学
がく

振
しん

太郎
たろう

（代表的な研究活動）

　○○研究

○○演習
1.○○、○○、○○○、○巻（号)、○頁
～○頁、2004.12

2.○○、○○、○○○、○巻（号)、○頁
～○頁、2003.4

○○学特論

○△論

○○論

（13-(1)履修モデルに記入した授業科目を担当する教員毎に作成してください。）

（①機関名：　　　　　　　　　　　　　　　②申請分野（系）：　　　　　　③教育プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

研究科・専攻名
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